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１． 事業の目的 

 

多様化・複雑化する現代社会において、福島県では多くの NPOが様々な地域課題を解

決すべく日々活動している。しかし NPOが単独で対応するには資金や人材などが不足し

ているのが現状である。加えて一昨年より続く新型コロナウィルス(以下、新型コロナ)

の感染拡大による影響が従来の活動への制約となっており、新たな取組の必要性が高ま

っている。一方で企業等においても同様に新型コロナの影響を受けつつも、持続可能な

社会を実現するための経営方針や事業内容の変革が求められている。 

当事業は新たな事業展開を目指す NPOの運営を、企業等との連携・協働促進を通じて

支援するとともに、双方にメリットがあり、かつ多様化・複雑化する地域課題の解決に

寄与する事業を生み出すことを目的として実施した。 

 

＜NPOと企業等のマッチング事業の令和 3年度の基本的な考え方＞ 

今年度の事業では、NPOと企業等の連携・協働による新たな事業が生み出されるた

めに、マッチング会において具体的な事業をイメージした活発な対話が行われること

が重要であると考え、以下のような取組を行った。 

まず準備段階においては、NPOや企業にマッチング会で具体的な連携・協働をイメ

ージした対話が行われるために何が必要かをヒアリングした。その結果「事前に参加

者の情報を把握できれば、マッチング会で具体的な対話がしやすくなり、連携・協働

が進むのではないか」との意見が多く見られた。 

そこで今年度の事業では、NPOに対しては事前講座の中で参加予定の企業に関する

情報を提供し、そこから具体的な連携・協働をイメージすることを従来の内容に加え

た。また企業に対しても「企業情報交換会」で参加 NPOの情報提供を重点的に行っ

た。またマッチング会においてもこれまで行っていた NPOの団体紹介に加え、企業か

らの事業紹介も行った。その結果、マッチング会では具体的な連携・協働のアイディ

アを話し合うことができ、2022年 1月初旬より感染が拡大した、新型コロナ第６波の

影響で活動が制限されている中でも、次々と事業の実現に向かった話し合いが進めら

れていることがマッチング会終了後の参加者への取材でも確認された。 

更にふくしま地域活動団体サポートセンターのスタッフも必要に応じて伴走支援を

行い、連携・協働事業の実現を目指すとともに、事業のアイディアが継続的に生み出

されるような意識づけを促すことによって、NPOの運営支援につなげていくこととし

た。 
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２． 事業スケジュール 

 

本事業の内容については大きく分けて 

[１]事前アンケート調査 

[２]NPO事前講座(アプローチ講座、プレゼン講座) 

[３]企業との情報交換会 

[４]NPOと企業とのマッチング会 

[５]マッチング会後のアフターフォロー 

の５つあり、その実施スケジュールは以下の通りである。 

 
[１]事前アンケート調査 

7月 1日(木)～7月３０日(金) 

福島県内の NPOへのアンケート調査 

7月 1日(木)～１０月２９日(金) 

福島県内企業(１，８９４社)へのアンケート調査 

[２]NPO事前講座(アプローチ講座、プレゼン講座) 

アプローチ講座 

９月２８日(火)  会津アピオスペース 研修室 

９月３０日(木)  福島市市民活動サポートセンター A会議室 

１０月４日(月)  いわき産業創造館 会議室 1 

※ ９月２４日(金)に予定していた郡山開催については、新型コロナまん

延防止等重点措置発出の影響で中止となった。 

プレゼン講座 

１１月４日(木) １０：００～１２：００ 郡山会場参加者向け  

１１月４日(木) １４：００～１６：００ 会津若松会場参加者向け 

１１月１０日(水) １０：００～１２：００ 福島会場参加者向け 

１１月１０日(水) １４：００～１６：００ いわき会場参加者向け 

すべて、Zoom にて実施 

[３]企業との情報交換会 

１１月５日(金) １３：３０～１５：３０ Zoomにて実施 

[４]NPOと企業とのマッチング会 



5 

 

１１月１７日(水)  いわき産業創造館 企画展示室 A 

１１月１９日(金)  郡山市労働福祉会館 中会議室 

１１月２４日(水)  会津アピオスペース 大会議室 

１１月２６日(金)  福島市市民活動サポートセンター 多目的ホール 

 

[５]マッチング会後のアフターフォロー 

１１月２９日(月)～ 

事後のアンケート調査を含めたアフターフォローを、ふくしま地域活動団

体サポートセンタースタッフにより実施。 
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３． 事業の内容 

 

(1)事前アンケート調査 

 

 事業を開始するにあたり、県内の NPOと企業へアンケート調査を行った。 

 

令和３年度 NPOと企業等のマッチング事業 事前アンケート集計(NPO) 

 

○ 配布 ８４５箇所 

○ アンケート回答数 ９９団体（回収率 １１．７％） 

○ 質問事項と集計 

 

1. 近年の社会変化(コロナ禍、気候変動、環境問題等)によって、貴団体は影響を受け

ていますか？  

① 受けている・・・・・・５９件（５９．７％） 

② やや受けている・・・・２２件（２２．１％） 

③ あまり受けていない・・１１件（１１．２％） 

④ 受けていない・・・・・・７件（７．１％） 

受けている

68.6%

やや受けている

17.6%

あまり受けていない

11.8%

受けていない

2.0%
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2. 貴団体は、セクターを超えた協働(NPOとの協働)に関心がありますか？ 

① 関心がある・・・・・３９件（３９．４％） 

② やや関心がある・・・２４件（２４．２％） 

③ あまり関心がない・・２６件（２６．３％） 

④ 関心がない・・・・・１０件（１０．１％） 

 

 

3. セクターを超えた協働を行う場合、協働相手に協力できること、求めたいことはあ

りますか？ 

(1) 協働相手に協力できること 

 県内～全国の総合型スポーツクラブとのネットワークがあるため、何か案

内 PRすることが可能である。 

 スポーツイベントの企画、運営、実施や技術者指導。 

 デザイン、クリエイティブ制作。 

 街づくりイベントの企画制作。 

 ダイバーシティ、多様性教育のセミナー。 

 各種自然体験活動の場の提供。 

 学校や公民館等の(社会)教育の実践機関。 

 学校で子どもたちにドローンを教えたい。操縦を教え、スマート農業につ

いて学ぶ。 

関心がある

39.4%

やや関心がある

24.2%

あまり関心がない

26.3%

関心がない

10.1%
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 観光業者または観光客の希望に沿った観光健康ウォークコースの設定とそ

のガイド活動。 

 企画プロモーション。 

 ネットワーク(情報交換)。 

 「共に生きる社会」について福祉サイドから障がい者の支援方法等の資料

の提供またストレスが多い現代社会においてメンタルケアの参考資料等の

提供ができる。 

 地域づくりのノウハウ伝授。商品素材提供。 

 単純な作業なら正確に大量にこなすことはできます。 

 (当団体利用者の) ジョブトレーニングの一環として、企業の業務の一部

をお手伝いする。 

 様々な出前授業の実施。 

 場所(自然体験)の提供。自然体験のノウハウ。子どもの接し方など。 

 こども食堂を通した地域交流や食育活動の場の提供。 

 施設、事業所等の消防計画や防災計画、避難確保計画作成支援など、地域

防災活動の支援。 

 農産物の提供。 

 引きこもり等、一般社会と距離を置く人に対する地域的受け皿、自然環境

を利した教育・体験プログラム。 

 観光振興のノウハウ。 

 職場の発達障害グレーゾーンにいる方(未診断書)の相談。 

 乳幼児～子育て世帯向イベントでの集客。 

 SDGsの観点から海外の状況(避難民のキャンプやアフリカ、東南アジア等

の発展途上国の状況等)を小・中・高の子ども・学生に伝え、視野を広

げ、自分の将来の仕事についても考えてもらうといった活動。 

 

(2) 協働相手に求めたいこと 

 社内のスポーツ(レクリエーション)による参画。 

 CSR、SDGs 活動の協働。 

 立ち上げたフードバンクへの食料、日用品等の提供。 

 社会教育の場の拡大や、今後の環境教育のあり方を協働で考えるしくみづ

くり。 

 自社企画への広報と集客の協力。 
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 イベント参加や運営フォロー。 

 農作業ボランティア。 

 生社会の創造に向けて人権問題等共に考え合う場への参加。 

 農産物や作品(製品)の販売機会の提供。 

 資金面の支援。 

 発達障害への理解。 

 当方で収穫した食材の加工、パッケージなどでの協業。技術、販売力によ

る支援。 

 障がい者雇用の促進。 

 海外との交流。インバウンドの受け皿。 

 新商品開発への参加。 

 外部講師派遣。 

 学校などに出向いて介護について話をするなど介護人材を増やすことへの

協力。 

 こども食堂や自然体験などでの協力。 

 広報(チラシの配架協力など) 。 

 技術的サポート(ITなど) 。 

 異分野間での情報交換。 

 

 

令和３年度 NPOと企業等のマッチング事業 事前アンケート集計(企業) 

 

○ 配布 １，８９４箇所 

○ アンケート回答数 ５１社（回収率 ２．７％） 

○ 質問事項と集計 

 

1. 近年の社会変化(コロナ禍、気候変動、環境問題等)によって、貴団体は影響を受け

ていますか？  

① 受けている・・・・・・３５件（６８．６％） 

② やや受けている・・・・・９件（１７．６％） 

③ あまり受けていない・・・６件（１１．８％） 

④ 受けていない・・・・・・１件（２．０％） 
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2. 貴団体は、セクターを超えた協働(NPOとの協働)に関心がありますか？ 

① 関心がある・・・・・１４件（２７．５％） 

② やや関心がある・・・１５件（２９．４％） 

③ あまり関心がない・・１２件（２３．５％） 

④ 関心がない・・・・・１０件（１９．６％） 

 

 

関心がある

39.4%

やや関心がある

24.2%

あまり関心がない

26.3%

関心がない

10.1%

受けている

68.6%

やや受けている

17.6%

あまり受けていない

11.8%

受けていない

2.0%
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3. セクターを超えた協働を行う場合、協働相手に協力できること、求めたいことはあ

りますか？ 

(1) 協働相手に協力できること 

 子ども食堂の支援。 

 『子どもにお金の初歩』など老後の年金、相談。 

 同じサービスを安く得る方法の伝授。 

 音楽に関する事。 

 農産物の生産や提供、自然豊かな地域における「場」の提供、「体験」の

提供。 

 法律やコンプライアンスについての助言。 

 建築、不動産関連の情報、ノウハウ提供。 

 イベントへの協力。 

 キッチンカーのレンタル。 

 告知、宣伝等。 

 イベント企画、運営、託児サービス。 

 授業の一環として参画。 

 農業体験の場の提供。 

 

(2) 協働相手に求めたいこと 

 若年層へのサービスの認知と利用促進。 

 音楽を通じて中心市街地の活性化。 

 企業から生まれにくいアイディアや仕事。 

 人手。 

 情報提供、共有。 

 人権に関わるアプローチ(ノウハウ伝授) 。 
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事業の周知のための「マッチング事例集」の改訂 

 

本事業の周知のために昨年度作成した「マッチング事例集」に、掲載の了解を得た

事業３件を追加した。また事業の紹介を加え、「NPOと企業等のマッチング事業のご案

内」として改訂した。 

 

【NPOと企業等のマッチング事業のご案内】(ページ抜粋) 
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(2)NPO 事前講座 

 

NPO事前講座は、昨年度の参加 NPOや企業へのヒアリングを踏まえ、これまでとは

内容を変更し実施した。 

従来の事前講座は団体の PRやプレゼンテーション資料作成、プレゼンテーションス

キルの向上に焦点を当て、「アプローチ講座」「プレゼン講座」を実施してきた。しか

し、NPOや企業へのヒアリングから、マッチング会やその後の連携・協働事業の成立

においては団体のプレゼンテーション以上に個別の対話が役に立ったという意見が多

かった。 

そこで今年度は、団体紹介のシナリオ作りおよび資料作成については「アプローチ

講座」でレクチャーを行うとともにマッチング会までの間の期間で個別にフォローア

ップを行った。また「プレゼン講座」では、マッチング会に参加を予定している企業

のプロフィールや事業の特徴、マッチング会に対する参加者の想いなどを参加 NPOに

伝え、プレゼンテーションにおける訴求ポイントなどをディスカッションした。 

なお、新型コロナの感染拡大防止のため、「アプローチ講座」は透明のアクリル板や

アルコール除菌、検温、室内の換気や湿度調整などによる対策を取って行った。また

プレゼン講座は Zoom を活用したオンライン講座として行った。 

 

【NPO向け募集チラシ】 
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【アプローチ講座】 

９月２９日(水)  会津アピオスペース 研修室 

９月３０日(木)  福島市市民活動サポートセンター A会議室 

１０月４日(月)  いわき産業創造館 会議室 1 

※ ９月２４日(金)に予定していた郡山開催については、新型コロナまん延防止

等重点措置の影響で中止した。 

 

講座の内容 

・ 参加者自己紹介 

・ 事業の説明、マッチングの事例紹介 

・ ワークシートの作成(団体紹介のシナリオ作り) 

・ 作成したワークシートを踏まえたプレゼンテーションの実践練習 

 

参加団体 

① 会津会場 

NPO法人 ライフケア 

NPO法人 会津美里クラブ衆(しゅう) 

② 福島会場 

NPO法人 チームふくしま 

NPO法人 南茶和(みなみさわ) 

NPO法人 市民活動ネットワーク南相馬 

③ いわき会場 

NPO法人 ソーシャルデザインワークス 

NPO法人 なこそ授産所 
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アプローチ講座資料(ページ抜粋)
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講座の様子 

 

 

■会津会場の様子 

 

 

■福島会場の様子 
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【プレゼン講座】 

１１月４日(木) １０：００～12：００ 郡山会場参加者向け  

１１月４日(木) １４：００～１６：００ 会津若松会場参加者向け 

１１月１０日(水) １０：００～12：００ 福島会場参加者向け 

１１月１０日(水) １４：００～１６：００ いわき会場参加者向け 

すべて、Zoom にて実施 

 

講座の内容 

・ 参加者自己紹介 

・ マッチング会の流れの説明 

・ 参加予定企業の紹介 

・ 参加する企業に対するプレゼンテーションのポイントの検討 

 

参加団体 

① 郡山会場参加者向け 

NPO法人 チームふくしま 

NPO法人 クローバー福祉会 

NPO法人 サポートクラブ・キャロット 

② 会津若松会場参加者向け 

NPO法人 Lotus 

NPO法人 会津美里クラブ衆 

一般社団法人 fukucier(ふくしぇる) 

③ 福島会場参加者向け 

NPO法人 南茶和 

NPO法人 ライフケア 

NPO法人 市民活動ネットワーク南相馬 

④ いわき会場参加者向け 

NPO法人 いわき緊急サポートセンター 

NPO法人 なこそ授産所 

NPO法人 ソーシャルデザインワークス 
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プレゼン講座資料(ページ抜粋) 
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(3)企業との情報交換会 

 

企業との情報交換会は、企業等が NPOと連携、協働する意義や当事業の位置付け、

内容についての理解を深めるために、昨年度からマッチング会の参加企業に対し実施

している。今年度は、昨年度のマッチング会終了後に参加企業へヒアリングした結

果、希望が多かった参加 NPOのプロフィールについての紹介を主に、NPO の成り立ち

や特性、SDGsと NPO の取組の親和性などについて説明した。 

なお、今年度も昨年度に引き続き、Zoomを活用したオンラインで実施した。 

 

日時：令和３年１１月５日(金) １３：３０～１５：３０ 

実施手段：Zoomを活用したオンラインにより実施 

情報交換会の内容 

・ 参加者自己紹介 

・ NPOの成り立ち、特徴についての説明 

・ マッチング事業およびマッチング会の説明 

・ 参加予定 NPO の紹介 

・ 意見、感想 

参加企業 

MUSIC PLAZA 白水堂 

いわき信用組合 

株式会社 ニューメディア(NCV福島センター) 

常磐共同ガス株式会社 

株式会社 福島中央テレビ 

鈴木行政書士事務所 

ikkohG's office 

 

【参加者の意見、感想】 

・ 当社はフリースクールを検討しているのでお話を聞いてみたい。 

・ NPOの参加がもっと多くても良いかと思った。 

・ 今まで NPO との取組は無いので、今回参加して参考にしたい。 

・ 1対 1の対話時間をとっていただけるのは、じっくり話が出来るのでありが

たい。 
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・ 今回日程の都合で地元ではないマッチング会に参加するが、地元の NPOを紹

介いただけるのか？ 

(回答)マッチング会後にアフターフォローを行う予定なので、そこで紹介で

きる。 

・ 当社としては社会的弱者を支援したいと考えている。 

・ 自社で取り組んでいるクラウドファンディングを NPOに PRしたい。 

・ 事前に参加する NPOが知れて良かった。 

・ 企業の情報が参加する会場だけでなく全会場に伝わるか？ 

(回答)NPO向けに参加企業のプロフィールをまとめた資料を配布し、Zoom等

で説明しているので伝わっている。 

・ 時間が無い場合終わってからも時間が取れるのは良い。 

・ 当日配布するチラシを用意する必要があるか？ 

(回答)カラープリントで良ければ、事務局で用意する。 

 

【企業向け募集チラシ】 
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プレゼン講座資料(ページ抜粋) 
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(4)NPOと企業とのマッチング会 

 

◼ 実施概要 

「NPOと企業とのマッチング会」は、１１月１７日から同２６日にかけて、県内

４会場で実施した。 

形式はまず NPOが団体紹介を行い、取り組んでいる地域課題や連携ニーズにつ

いて企業に情報提供した。続いて今年度は参加企業からの事業紹介を加え、マ

ッチング会への参加の目的や提供できるリソースなどについて情報提供を行っ

た。 

後半は従来通り、NPOと企業が１対１で対話する時間を設けた。 

 

◼ プログラム 

① 開会、マッチング会の趣旨および進め方の説明 

② 参加者自己紹介 

③ NPOによる団体紹介 

④ 企業による事業紹介 

⑤ 個別対話 

⑥ 今後のアフターフォローの説明、閉会 

 

 

◼ 各会場の実施状況 

【いわき会場】 

日時：令和３年１１月１７日(水) １３：３０～１６：３０ 

場所：いわき産業創造館 企画展示室 A 

参加 NPO 

NPO法人 チームふくしま 

NPO法人 いわき緊急サポートセンター 

認定 NPO法人 なこそ授産所 

NPO法人 いわきの森に親しむ会 

NPO法人 Lotus 

NPO法人 ソーシャルデザインワークス 
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参加企業 

株式会社 日本政策金融公庫(いわき支店) 

株式会社 福屋呉服店 

有限会社 ABC いわき 

いわき信用組合 

合同会社ジーアール福島 

 

参加者からのコメント 

〈NPO〉 

 新たな出会いをいただけて感謝いたします。企業の皆様も熱い思いをも

って仕事されている事を感じました。 

 いろいろな企業の方の持ち味を聴いて、ぜひ NPOの不足する分野に協力

していただけたらと思いました。 

 いわき市内の企業や他の NPOの方々の情報、想いや考え方を聴くことが

でき、有意義な時間でした。 

 楽しく参加させていただきました。 

 いわき市内の横のつながりをつくるための働きかけを期待しています。 

 企業数、時間がちょうどよく、次へのつながりが出来ました。NPOとして

ゆっくり胸を張って話せる機会でした。 

〈企業〉 

 社会課題に取り組む皆様の貴重な意見をお聞きできました。大変有意義

な時間でした。 

 参加者の熱い意欲を感じました。 

 マッチングの時間が短いと感じました。 

 NPOの方々の様々な取組を改めて知ることができました。 

 もっと多くの方々に NPOのすばらしさを知ってもらいたい。 

 

【郡山会場】 

日時：令和３年１１月１９日(金) １３：３０～１６：３０ 

場所：郡山市労働福祉会館 中会議室 

参加 NPO 

NPO法人 ビーンズふくしま(郡山事業所) 

NPO法人 CHANT(COLORFUL) 
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NPO法人 チームふくしま 

NPO法人 サポートクラブ・キャロット 

NPO法人 子ども緊急サポート郡山 

NPO法人 クローバー福祉会 

NPO法人 キャリアデザイナーズ 

 

参加企業 

ikkohG's office 

鈴木行政書士事務所 

トラスホーム株式会社 

ソニー生命保険株式会社 

ランドマークグループ 

株式会社 日本政策金融公庫(郡山支店) 

 

参加者からのコメント 

〈NPO〉 

 積極的に話を聴いていただく企業ばかりでありがたく感じました。これ

からの可能性を感じながら進めていきます。 

 企業の方と出会えてよかったです。 

 障がいがあると生きづらい状況を改善し、普通の生活が送れるようにし

たいですね。 

 企業の方々と実際に話をして交流のきっかけを作ることが出来ました。

今後しっかりと関係を作っていきたい。 

 新しい情報をたくさんいただけると刺激になります。 

 様々な方の想いや意見がうれしかったです。 

 障がい者の現状を知っていただける機会を設けていただきありがとうご

ざいました。 

〈企業〉 

 様々なご家庭やお子様がいらっしゃることが分かりました。 

 短いトークの中でも NPOの現状を知ることが出来ました。 

 今日得た情報を、いろいろなところで PRしていきたいと思います。 

 興味深いお話をお聞きすることができ、有意義な時間でした。 
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【会津会場】 

日時：令和３年１１月２４日(水) １３：３０～１６：３０ 

場所：会津アピオスペース 大会議室 

参加 NPO 

NPO法人 CHANT(COLORFUL) 

一般社団法人 fukucier(ふくしぇる) 

NPO法人 会津美里クラブ衆 

NPO法人 Lotus 

 

参加企業 

有限会社 白水堂・喜多方店 

株式会社 布分 

株式会社 タケウチパーツ 

常磐共同ガス株式会社 

株式会社 日本政策金融公庫(会津若松支店) 

 

参加者からのコメント 

〈NPO〉 

 ご参加の方々の思いをカタチにと強く感じました。 

 財源確保についてのアドバイスやぜひ体験してみたいとのお声がけなど

をいただき、実りある時間となりました。積極的に売り込みをしていき

たいと思います。 

 話しやすい雰囲気になり、ありがたいと思いました。 

 地元企業にプレゼン出来て良かった。事業が多いので時間が足りなかっ

た。 

 他地域にも参加しましたが良い刺激になりました。 

 企業の方や他の NPOの方のお話がうかがえ、見聞が広がりました。 

〈企業〉 

 NPO法人の理解が深まり、新たな出会いもあり良い機会をいただきまし

た。 

 普段聞けない NPOの話を聴けて良かったです。今後も参加したい。 

 大変良い機会でした。ありがとうございました。 
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 自分たちの知らなかった世界が見られてとても有意義な時間になりまし

た。 

 

【福島会場】 

日時：令和３年１１月２６日(金) １３：３０～１６：３０ 

場所：福島市市民活動サポートセンター 多目的ホール 

参加 NPO 

NPO法人 ビーンズふくしま(福島事業所) 

NPO法人 桑折町共に生きる社会を創る会 

NPO法人 青空保育たけの子 

NPO法人 チームふくしま 

NPO法人 市民活動ネットワーク相馬 

NPO法人 ライフケア 

NPO法人 南茶和 

一般社団法人 fukucire(ふくしぇる) 

 

参加企業 

株式会社 いちい 

伊達貨物運送 株式会社 

株式会社 日本政策金融公庫(福島支店) 

鈴木行政書士事務所 

株式会社 ニューメディア 

株式会社 アトリエオレンジ 

未来農業株式会社 

 

参加者からのコメント 

〈NPO〉 

 普段は自分の事務所の経営で毎日疲れていて、他のことを考える余裕が

ないが、今日のような機会があると他の事業所のがんばりが十分に感じ

取られ、まだまだ頭を使って努力しなくてはと思う。 

 ある企業から販売の機会の話がありありがたいと思っています。これか

らゆっくり考えていきたい。 

 普段なかなか聞けないようなお話も伺えてとても勉強になりました。 
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 いい出会いがたくさんありました。 

 「出会ってみなければわからない」今後に希望を感じました。真の復興

につながるものを様々な立場から生み出されることを期待します。 

 マッチング会を通じて自分自身のプレゼンのしかたが向上して良かった

です。 

 企業のプレゼンもあったことは良かったと思います。 

 企業だけでなく NPO同士でも出会う機会がありましたこと、ありがとう

ございます。 

 話を聴いていただき、現状を分かっていただけて良かったです。 

〈企業〉 

 様々な活動に感激、感銘したとともに、現状の課題を知りました。社と

して協力できることを見つけ、アクションを起こしたいと考えていま

す。 

 今後も地域企業として、できる限りやれることをしっかりやっていきた

いと思います。「自分事」として地域の課題に向き合ってまいりたいと思

います。 

 今後の業務に生かしていきたいと思います。 

 何か新しいことを生み出していくときに関われたら良いなと思いまし

た。名刺をいただけただけでも収穫でした。未来に向けてきっかけにな

ると思います。 

 初めての参加でしたが、NPOさんと直接お話しすることで一緒に取組をす

るイメージが湧きました。今後の取組に生かしていきたいと思います。 

 有意義な時間となりました。 
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マッチング会の様子 

 

■１１月１７日 いわき会場 

 

 

  

 

 

■１１月１９日 郡山会場 

 

 

 

  

 

 

 

オリエンテーションの様子 ブースでの個別対話の様子 

NPO による団体紹介 企業による事業紹介 
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■１１月２４日 会津会場 

 

 

 

 

■１１月２６日 福島会場 

 

 

  

NPO による団体紹介 ブースにて制作物を紹介 

NPO による団体紹介 ブースでの個別対話の様子 
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参加 NPO のプレゼン資料 
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[NPO法人 チームふくしま] 
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[NPO法人 いわき緊急サポートセンター] 
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[認定 NPO法人 なこそ授産所] 
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[NPO法人 いわきの森に親しむ会] 
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[NPO法人 Lotus(いわき会場参加資料)] 
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[NPO法人 ソーシャルデザインワークス] 
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[NPO法人 ビーンズふくしま(郡山事業所)] 
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[NPO法人 CHANT(COLORFUL] 
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[NPO法人 サポートクラブ・キャロット] 
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[NPO法人 子ども緊急サポート郡山] 
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[NPO法人 クローバー福祉会] 
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[NPO法人 キャリアデザイナーズ] 
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[一般社団法人 fukucier(ふくしぇる)] 
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[NPO法人 会津美里クラブ衆] 
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[NPO法人 Lotus(会津会場参加資料)] 
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[NPO法人 ビーンズふくしま(福島事業所)] 
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[NPO法人 桑折町共に生きる社会を創る会] 
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[NPO法人 青空保育たけの子] 
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[NPO法人 市民活動ネットワーク相馬] 
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[NPO法人 ライフケア] 
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[NPO法人 南茶和]        
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(5)マッチング会後のアフターフォロー 

 

マッチング会の終了後、参加 NPOや企業にマッチング会の感想についてアンケート

を行った。 

◼ 実施期間：令和３年１２月２５日(金)～ 

◼ 実施方法：メール、訪問 

◼ アンケートの内容 

〈NPO〉 

 参加企業が何を望んでいるかが分かると、それに準じた資料を準備する

ことできた。 

 企業の労働組合、CSR担当者などとも話をしてみたい。 

 企業が要望することと NPO側で可能で得意とする活動があるので、定期

的に情報交換の機会があると協働事業に発展できると思った。 

 NPOは、より具体的なコラボ計画が立てば、助成金を獲得しやすくなるた

め、実現するには時間が必要だと思う。 

 マッチング会に参加しなければ知らなかった企業もあったため、参加し

て良かった。 

 企業の考え方を参考に維持費の捻出を検討したい。 

 当法人の店舗のある他地域のマッチング会にも参加したいと思った。 

 ニーズや目的(広報に課題がある、資金面で援助したいなど)ごとに分か

れてのマッチング会の企画なども良いかと思った。 

 直ちに自団体のニーズにあったマッチングは難しいが、時間をかけて進

めたい。 

 企業の事業紹介の時間では、どんなことができるか、どこまでできるか

などを話していただけると良かった。 

 地域内で後継不足の産業や、地場産業を企業と共に支えていければ素敵

だと思います。 

 活動を広く知っていただくために、広報力のある企業との連携を深めた

いと考えている。企業向けのセミナー等で情報発信を行い、自団体の活

動で連携相手に貢献したい。 
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 参加企業がどのようなことが出来るのか、支援許容範囲なのか、なども

分かるとプレゼンする内容も工夫のできたのかもしれないと思いまし

た。 

 起業したばかりの、一緒に新しいことに挑戦してくれそうな企業とのコ

ラボもしてみたい。 

 事前の講座で企業情報が得られたので、あらかじめホームページを見た

うえでお話ができ、とても有意義だった。 

 企業からもプレゼンがあったことで企業の考えや取組も理解できたの

で、とても有意義だった。 

 銀行やロータリークラブなどとも話をしてみたい。 

 企業の取組紹介によって何となくはやっていることがわかったが、もっ

と深く理解する必要がある。あくまでこれは入口だと考える。 

 お互いを理解するには時間がいるし、定期的な交流の場が必要だと思

う。 

 参加企業の中には「ギブ&テイク」のような意識が見えるところがあっ

た。次に進めるための工夫や仕掛けが欲しいと感じた。例えば、もっと

時間を取った交流会やサロンなども企画していいのではないか。 

 相手の企業を理解するには時間がかかるが、あせらずじっくりと取り組

んでいきたい。 

 すべての企業とではなく、希望する相手との対話だけでも良かった。 

 

〈企業〉 

 団体の活動紹介の時間が短かった。取り組んでいる事業概要が理解しき

れないままで個別対話に臨む形となるケースが多かった。 

 団体の活動紹介では、話したい内容がいっぱいあるためか、概要がまと

まっていない団体が多く見られた。 

 参加する NPOが固まってから、それと連携が図れる企業の参加を募集し

た方がより効果が高まるのではないかと感じた。 

 企業とのコラボに何を望むのかを事前に聞いておきたかった。そうすれ

ばこちらもそれに合わせた「こんな事が出来る」という提案を準備出来

る。 

 団体や企業の紹介等は全て事前に済ませておいて当日はコラボの可能性

に的を絞って限られた時間を使った方が良いと思った。 
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 マッチング会の前でも NPOと Zoom等で話が出来たら良いかなと思った。

ある程度、事前にコラボについても話を済ませておいて、「では詳しくは

当日対面で話しましょう」という形になれば、当日限られた時間の中で

もう少し踏み込んだ具体的な話が出来ると思う。 

 アート文化系の NPOとコラボしてみたい。 

 広報に困っている NPOを支援したい。 

 １対１の対面形式での話には、抵抗感を感じた。 

 前半の団体プレゼンは、もっと短時間で良かったと思う。 

 NPOがマッチングで求めるニーズに合った企業を招く方が良いと思う。 

 個別対話の時間が思ったより短く感じた。 

 障がい者福祉施設との連携を模索していきたい。 

 企業の事業紹介の時間はもう少し長い方が良かった。 

 個別対話の時間が短かった。 

 地域や、街の活性化に取り組んでいらっしゃる NPOや学生団体とかの参

加があっても面白かったと思う。 
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４． マッチング事業の成果 

 

令和３年１１月に実施した「NPOと企業とのマッチング会」後の参加 NPOと参加企業と

の協働に関 する成果または令和４年３月現在の進行状況は以下のとおり。 

（団体名・企業名等 敬称略）  

 

報告（１）企業の店舗を活用した、NPOによる相談会の実施 

■ＮＰＯ／一般社団法人 fukucier（会津若松市） 

■企 業／株式会社いちい（福島市） 

① 協働事業の内容 

食品スーパーいちいの店舗スペースを活用した、高齢者の介護や福祉に取り組む

fukucier（ふくしぇる）による介護相談会の実施。 

② 双方のメリット 

◼ ＮＰＯ／団体が持つ介護に関するノウハウや情報を提供する機会の獲得。 

◼ 企 業／店舗来店客に対するサービスの提供。 

③ 成果または進行状況 

いちい「街なか店」の店舗スペースで、fukucierが「介護のお悩み相談会」を開催し

た。介護相談会は１２月１４、１５、２１、２２日の計４日間行われ、様々な相談を

受けた。中には、地域包括支援センターへ繋ぐような相談もあった。なお、いちいへ

は、今後継続的に開催するような提案も行う予定である。 
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報告（２）NPOと企業の双方の特徴を生かした商品開発と販売 

■ＮＰＯ／特定非営利活動法人 Lotus（会津若松市） 

■企 業／株式会社 布分（会津若松市） 

① 協働事業の内容 

木を活用した様々な取組で地域およびコミュニティの活性化や子どもの教育を行って

いる Lotusと、会津塗による製品の企画・製造販売を手掛ける布分による新製品の製

作。 

② 双方のメリット 

◼ ＮＰＯ／従来の活動から生まれた派生商品の開発。地域の子どもに対する地元伝

統産業と触れ合う機会の創出。 

◼ 企 業／会津塗の活用の幅の拡大や次世代への浸透促進。 

③ 成果または進行状況 

Lotusが制作する木製の玩具に布分が会津塗で絵付けをし、新商品を製作した。この

商品は、毎年１月１０日に会津若松市で行われる「十日市」で販売した。 

また、この素材を活用し子どもを対象にした会津塗絵付けワークショップの企画を検

討している。このワークショップでは、子どもが地元の伝統産業である会津塗に触れ

合う機会を創出することで会津塗の次世代への伝承や子どもたちの地元愛の醸成など

を目指す。 
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報告（３）NPOによる子どもの育成支援事業への企業の協力(昨年度からの継続事業) 

■ＮＰＯ／特定非営利活動法人ビーンズふくしま（福島市） 

■企 業／株式会社いちい（福島市） 

①協働事業の内容 

ビーンズふくしまが行う子どもの居場所づくり・育成支援に対する、いちいの実施場所

の提供や広報の支援等による協力。 

②双方のメリット 

◼ ＮＰＯ／自団体の取組の安定的な実施の実現 

◼ 企 業／自社が持つスペースの有効活用や来店客へのサービスの提供 

③成果または進行状況 

ビーンズふくしまが、子どもの育成支援の一環で計画していた「無料塾」を、いちいの

「FOUR’S MARKET」にて実施した。この事業は昨年度より連携による開催の検討が行われ

ていたが、新型コロナ感染が落ち着いた令和３年 10月 22日に初開催となった。以降、

毎月１回のペースで定期開催されている。 
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報告（４）その他、今年度マッチング会以後で現在進行中の事業や提案 

■ 特定非営利活動法人 なこそ授産所(いわき市) 

◎ 常磐共同ガス株式会社(いわき市) 

常磐共同ガスが毎月発行するフリーペーパー「La-暮らす」へのなこそ授産所の

記事掲載を検討中。「La-暮らす」は医療・健康・福祉に関する記事を掲載してお

り、なこそ授産所の取り組みと親和性が高いことから具体的な検討が行われてい

る。 

◎ 常磐共同ガス株式会社(いわき市) 

常磐共同ガスが新商品の発売に合わせて行っている自社イベントへの、なこそ授

産所のブース出店を検討中。なこそ授産所は、これまでも地域住民との交流や団

体の活動の周知を兼ねて地元のイベントにブースを設置して障がい者と団体スタ

ッフとで製作している「しあわせ味噌」を販売している。現在はコロナ禍の影響

で出店の機会が失われているが、常磐共同ガスの自社イベントが開催された場合

の出店について、具体的な検討が行われている。 

■ 特定非営利活動法人 いわき緊急サポートセンター（いわき市） 

◎ 株式会社福屋呉服店（いわき市） 

いわき緊急サポートセンターが次年度開催で検討している交流会の中で企画して

いる着付け教室の講師として福屋呉服店のスタッフの招聘を検討中。交流会の実

現に向け、助成金の申請等資金調達を検討している。 

■ 特定非営利活動法人 Lotus（会津若松市） 

◎ 常磐共同ガス株式会社（いわき市） 

Lotusが県内で展開する「木育キャラバン」等の、浜通り開催の際の支援(社員ボ

ランティアや企画参加など)について提案を受け、企画検討中。 

■ 特定非営利活動法人 Lotus（会津若松市） 

◎ 布分（会津若松市） 

Lotusが今年度の会津若松市のふるさと納税返礼品に選ばれた「鶴ヶ城廊下橋木

片使用記念品」の次年度に提案する商品の、布分との共同制作を計画中。 

■ 特定非営利活動法人 クローバー福祉会（郡山市） 

◎ 株式会社 宝来屋本店(郡山市) 

障がい者雇用に前向きな宝来屋本店が、雇用～就労の際の留意点などに関して専

門家であるクローバー福祉会からレクチャーを受けられるか打診あり。 
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合わせて、地域(郡山市)における障がい者雇用についてお互いが協力して活性化

を図るための取組も検討している。 

■ 特定非営利活動法人 ビーンズふくしま、特定非営利活動法人 青空保育たけの子 

(いずれも福島市) 

◎ 株式会社 宝来屋本店(郡山市) 

宝来屋本店が味噌を製造する際にロットごとに発生する食品トレーサビリティ用

のサンプルの、子ども食堂への提供を打診。実現に向けて、NPO側が受け入れ体

制を検討中。 

■ 特定非営利活動法人 チームふくしま（福島市） 

◎ 福島学院大学（福島市） 

チームふくしまが取り組んでいる防災士の育成について、福島学院大学の学生向

けの講座実施を企画部に提案。 

◎ 株式会社いちい（福島市） 

チームふくしまが立ち上げた生活困窮者支援のプロジェクト「コミュニティフリ

ッジひまわり」への、いちいの参画を提案中。提案内容は設置場所の提供や賞味

期限が迫っている食品の提供などである。 

 

                                 

                                                                                                                                                                          

※以上、令和３年１２月～令和４年３月に実施した取材より抜粋 
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